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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
浴
ν

洋
画
家
川
村
清
雄
と
沼
津
兵
学
校
の
人
脈

昨
年
、
当
館
で
は
、
静
岡
移
住
の
経

歴
を
持
つ
旧
幕
臣
で
、
日
本
近
代
洋
画

の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
川
村
清
雄

（
一

八
五
二
～

一
九
二
四
）
の
書
画
の
寄
贈

を
受
け
た
。
前
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載

し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

川
村
が
、
江
原
素
六
夫
人
と
従
姉
弟

の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
江
原
家
に
も
そ

の
作
品
や
写
真
が
伝
来
し
、
当
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
誌
通
巻
第

９
号
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
し
、　
一

九
九
四
年
に
静
岡
県
立
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
川
村
清
雄
展
に
も
出
品
し
た
。

ま
た
、
川
村
家
と
親
類
関
係
に
あ

っ

た
旧
幕
臣
に
は
、
江
原
家
の
ほ
か
、
羽

山
嫁

（沼
津
兵
学
校
教
授
）、
和
多
田
直

正

（同
校
資
業
生
）、
成
瀬
隆
蔵

（同
前
）、

平
井
参

（同
附
属
小
学
校
生
徒
）
ら
が

お
り
、
沼
津
兵
学
校
の
人
脈
と
深
い
つ

な
が
り
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
は
、
系
図

と
と
も
に
、
や
は
り
本
誌
通
巻
第
２３
号
、

第
５５
号
で
紹
介
し
た
。

今
回
、
寄
贈
さ
れ
た
川
村
清
雄
の
作

品
は
、
そ
ん
な
姻
戒
関
係
に
あ

っ
た
家

の

一
軒
で
あ
る
羽
山
家
に
伝
来
し
た
も

の
で
あ
る
。
沼
津
兵
学
校
で
体
操
を
教

え
た
羽
山
嫁

（勝
四
郎

・
宣
孝
、　
一
八

四
七
～
七
七
）
の
母
と
、
川
村
清
雄
の

祖
母
と
は
姉
妹
だ

っ
た
上
、
嫁
の
妻
荊

子
と
清
雄
と
は
従
兄
妹
同
士
の
間
柄
で

あ

っ
た
。
本
誌
通
巻
第
４０
号
で
述
べ
た

通
り
、
陸
軍
少
尉
と
な

っ
た
夫
嫁
を
西

南
戦
争
で
亡
く
し
た
荊
子
は
、
キ
リ
ス

ト
教
に
入
信
、
や
は
り
従
姉
妹
の
夫
に

あ
た
る
江
原
素
六
と
は
信
仰
上
で
も
つ

な
が
り
を
有
し
、
息
子
鐘
吉
や
娘
寿
子

（江
藤
氏
）
を
立
派
に
育
て
上
げ
た
。

羽
山
鐘
吉

（
一
八
七
三
～

一
九
三
六
）

は
神
戸
で
貿
易
商
と
な
り
、
日
本
最
初

の
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
発
起
人
に
名
を
連

ね
た
り
、
馬
主
と
し
て
競
馬
に
力
を
入

れ
る
な
ど
、
名
士
で
あ

っ
た
。

川
村
の
絵
画
は
、
羽
山
鐘
吉
が
間
接

的
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
親
戚
付
き
合
い
の
中
で
、
荊

子
か
鐘
吉
が
直
接
贈
ら
れ
た
も
の
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

清
雄
の
ご
子
息
川
村
清
衛
氏
の
鑑
定

に
よ
る
と
、
こ
の
作
品
は
、
明
治
二
十

年
代
か
ら
三
十
年
代
初
め
に
か
け
て
描

か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

あ
り
、
極
め
て
早
い
時
期
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
絵
の
右
下
に
あ

る

「
Ｃ
Ｋ
」
の
サ
イ
ン
の
形
状
が
、
そ

の
決
め
手
で
あ
る
。
な
お
書
幅
の
ほ
う

は
大
正
期
の
も
の
ら
し
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
美
術
史
上
の
貴
重
な

一
品
で
あ
り
、
「沼
津
兵
学
校
」
や

「江

原
素
六
」
に
連
な
る
静
岡
移
住
旧
幕
臣

の
人
脈
が
近
代
日
本
に
果
た
し
た
幅
広

い
役
割
を
示
す
資
料
の
ひ
と

つ
と
し
て

大
切
に
保
存
し
活
用
し
た
い
。

川
村
清
雄
は
、
静
岡
藩
で
は
年
少
に

も
か
か
わ
ら
ず
二
等
家
従
と
い
う
役
職

に
就
き
、
藩
主
徳
川
家
達
の
側
近
く
仕

え
た
。
明
治
四
年

（　
八
七

一
）
に
は
、

徳
川
家
か
ら
選
ば
れ
ア
メ
リ
カ
留
学
生

と
な
り
、
他
の
青
少
年
六
名
と
と
も
に

渡
航
し
た
。
留
学
の
日
的
は
語
学
も
し

く
は
法
律

・
政
治
学
を
学
ぶ
こ
と
だ

っ

た
が
、
川
村
は
洋
画
家
を
目
指
し
後
に

ヽ_

羽山嫁肖像

(羽山正吉氏画・羽山正一氏寄贈)

嫁の妻羽山荊子

(和多田寛氏提供)

清雄の父川村帰元と羽山鐘吉(右 )

(羽山正一氏提供 )
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イ
タ
リ
ア

ヘ
渡
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
川
村
と
と
も
に
静
岡
藩

の
遣
米
留
学
生
と
な

っ
た
浅
野
辰
夫
が
、

明
治
二
年
二
月
時
点
で
西
周
の
世
話
に

よ
り
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
の
生
徒

と
し
て
学
ん
で
い
た
こ
と
が
最
近
わ
か

っ
た

（川
崎
勝

「西
升
子
日
記
―
幕
末

維
新
期
の
女
性
の
日
記
―
」
『
南
山
経
済

研
究
』
第
１４
巻
第
１

・
２
号
、

一
九
九

九
年
、
四
四

一
頁
、
樋
日
雄
彦

「生
徒

の
手
紙
が
語
る
沼
津
兵
学
校
の
あ
と
さ

き
」
『徳
川
慶
喜
と
幕
臣
た
ち
』

一
九
九

八
年
、　
一
一
〇
頁
）
。
浅
野
辰
夫
は
、
旧

幕
時
代
に
は
神
奈
川
本
行

・
外
国
奉
行
・

勘
定
本
行
等
を
歴
任
し
静
岡
藩
で
は
権

大
参
事
の
地
位
に
あ

っ
た
浅
野
氏
祐

（伊

賀
守

・
美
作
守

・
次
郎
八
）
の
子
。
洋

行
の
際
は
、
東
京
で
西
周
の
餞
別
を
受

け
て
い
る
。
帰
国
後
の
経
歴
は
は

っ
き

り
し
な
い
が
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八

九
五
）
か
ら
し
ば
ら
く
、
江
原
素
六
が

校
長
を

つ
と
め
る
麻
布
中
学
校
で
英
語

を
教
え
て
い
た
こ
と

（『
麻
布
学
園
の

一

〇
〇
年
』
第

一
巻
）
、
『
教
育
百
科
間
答

第
　
編
　
算
術
之
部
』
（明
治
一
十
二
年

刊
）
と
い
う
校
閲
書
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
わ
か

っ
て
い
る
。
主
［提
寺
で
あ
る
東

京
都
新
宿
区

・
宝
祥
寺
の
住
職
の
ご
教

ヽ

示
に
よ
る
と
、
辰
夫
は
安
政
三
年

（
一

八
五
六
）
五
月
十
二
日
の
生
ま
れ
、
昭

和
十

一
年

（
一
九
二
六
）
二
月
十
三
日

に
亡
く
な

っ
て
お
り
、
以
後
同
家
は
無

縁
と
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
亡
く
な

っ
た
の
は
川
村
よ
り
二
年
遅
い
だ
け
で

あ
る
が
、
二
人
の
間
に
交
流
が
あ

っ
た

の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
川
村

と
と
も
に
渡
米
し
た
静
岡
藩
士
六
名
と

は
、
浅
野
の
他
、
竹
村
謹
吾

（
一
八
八

六
年
没
、
静
岡
学
問
所
フ
ラ
ン
ス
語
教

官
竹
村
本
五
郎
と
男
爵
平
山
成
信
の
実

兄
、
遺
稿

『
誠
斎
詩
草
』
）
、
大
久
保
三

郎

（大
久
保

一
翁
の
子
、
東
京
高
等
師

範
学
校
教
授
）、
小
野
弥

一

（横
浜
語
学

所
生
徒
）
、
林
糾
四
郎

（沼
津
病
院
の
医

師
林
洞
海
の
四
男
、
静
岡
病
院
頭
林
紀

の
弟
）
、
名
倉
納

（静
岡
病
院
医
師
名
倉

弥
五
郎
の
子
、
後
沼
津
兵
学
校
資
業
生

三
田
倍
の
妹
と
結
婚
）
だ

っ
た
。
い
ず

れ
も
静
岡
藩
の
幹
部
や
洋
学
系
の
人
物

の
子
弟
だ

っ
た
と
い
え
る
。

〈参
考
文
献
〉

高
階
秀
爾
他
編

『
川
村
清
雄
研
究
』

（
一
九
九
四
年
）、
静
岡
県
立
美
術
館
編
。

刊

『
川
村
清
雄
展
』
（
一
九
九
四
年
）

東
海
道
原
宿
の
本
陣
を

つ
と
め
た
渡

辺
家
に
伝
来
し
た
古
い
写
真
に
、
こ
こ

に
掲
載
し
た
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
。
「明

治
天
皇
行
在
所
」
と
記
さ
れ
た
標
柱
が

写

っ
て
い
る
、
同
家
の
門
前
で
あ
る
。

撮
影
時
期
は
は

っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
以
下
に
掲
げ
る
新
聞
記

事

（『
静
岡
新
報
』
昭
和
８

・
１１

・
３
夕

刊
）
の
内
容
に

一
致
す
る
と
考
え
れ
ば
、

昭
和
八
年

（　
九
二
三
）
以
降
の
撮
影

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

御
聖
蹟
に
檜
柱
の

標
識
を
建
設
通
牒

明
治
天
皇
の
御
聖
蹟
を
保
存
し
御

遺
徳
を
永
久
に
賛
仰
し
奉
る
た
め
特

に
御
阜
室
と
由
緒
深
き
本
県
で
は
二装

に
史
蹟
に
指
定
さ
れ
た
御
聖
蹟
四
ケ

所
の
外
七
十

一
ケ
所

（外
に
ニ
ケ
所

調
査
中
）
の
御
聖
蹟
に
檜
柱
八
寸
乃

至

一
尺
角
の
高
さ
五
尺
乃
至
六
尺
の
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原町渡辺家 (本陣)の 「聖蹟」標柱
(渡辺勝子氏提供 )
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標
識
を
建
て
ゝ
永
久
に
県
民
に
御
遺

徳
を
偲
び
本
ら
し
む
る
事
と
し
て
三

日
関
係
各
町
長
村
長
に
通
牒
を
発
し

た
が
県
下
の
御
聖
蹟
は
次
の
如
く
で

あ
る

（以
下
省
略
）

省
略
し
た
箇
所
に
は
、
西
は
白
須
賀

町
か
ら
東
は
錦
田
村
に
い
た
る
静
岡
県

下
七
十
　
箇
所
の

「聖
蹟
」
（行
在
所
・

御
小
体

・
御
野
立
が
置
か
れ
た
場
所
）

の
町
村
別
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現

沼
津
市
域
で
は
、
原
町
が
御
小
体

一
、

片
浜
村
が
御
野
立
　
、
沼
津
市
が
御
小

休
二
。
こ
の
年
、
旧
静
岡
御
用
邸
な
ど

県
内
の
史
跡
五
件
が
、
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
法

（
一
九

一
九
年
公
布
）
に
よ

る
史
蹟
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

静
岡
県
が
独
自
に
明
治
天
皇
関
係
の
史

跡
の
顕
彰
を
行

っ
た
こ
と
を
報
じ
た
記

事
で
あ
る
。

な
お
、
渡
辺
家
の
写
真
に
は

「行
在

所
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
明
治
元
年

（
一

八
六
八
）
十
月
七
日
の
東
幸
、
同
年
十

一
月
十

一
日
の
還
幸
、
明
治

一年
二
月

二
十
四
日
の
東
幸
、
同
十

一
年

（
一
八

七
八
）
十

一
月
六
日
の
地
方
巡
幸
の
際
、

原
宿
で
は
い
ず
れ
も
本
陣
渡
辺
平
左
衛

門

（太
郎
次
郎
）
宅
で

「御
小
休
」
も

し
く
は

「御
昼
」
を
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
標
柱
は
、
「行

在
所
」
と

「御
小
休
」
と
を
区
別
せ
ず
、

宿
泊
し
た
か
宿
泊
し
な
い
か
に
か
か
わ

ら
ず
行
在
所
と
表
現
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

ち
な
み
に
片
浜
村
の
小
体
場
所
は
小

諏
訪
、
沼
津
市
の
小
休
場
所
は
清
水
家

（本
陣
）
。
中
村
家

（脇
本
陣
）
の
こ
と

で
あ
る
。

皇
国
史
観
が
支
配
し
た
戦
前
期
の
日

本
に
お
い
て
は
、
「文
化
財
保
護
行
政
は

近
代
天
皇
制
国
家
に
人
々
を

つ
な
ぎ
留

め
る
た
め
の
役
割
を
明
確
に
担

っ
て
」

（『
静
岡
県
史
通
史
編
５
』
七
二

一
頁
）

い
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
天
皇
の

「聖

蹟
」
と
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
示
す
典

型
例
だ

っ
た
。
敗
戦
後
、
昭
和
二
十

二

年

（
一
九
四
八
）
、
明
治
天
皇

「聖
蹟
」

は
史
跡
と
し
て
の
指
定
を
解
除
さ
れ
た
。

当
然
と
言
う
べ
き
か
、
渡
辺
家
の
標
柱

も
現
存
し
な
い
。
渡
辺
家
文
書
の
中
に

は
、
明
治
元
年
十
二
月
付
の
も
の
と
思

わ
れ
る
、
行
政
官

・
用
度
司
か
ら
の
小

休
手
当
金
の
下
賜
通
知
な
ど
が
残
る
。

（参
考
文
献
〉

『
静
岡
県
史
』
通
史
編
５
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残
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た
文
書
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料
の
中
か
ら
、
近
世
・

近
代
の
年
賀
状
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

沼
津
藩
主
水
野
氏
や
江
原
素
六

。
新
渡

戸
稲
造
ら
沼
津
ゆ
か
り
の
著
名
人
の
も

の
、
日
露
戦
争

・
関
東
大
震
災

・
十
五

年
戦
争
な
ど
各
時
代
を
反
映
し
た
も
の

な
ど
、
約

一
〇
〇
点
で
す
。
江
原
素
六

宛
の
大
正
期
の
ク
リ
ス
マ
ス

・
カ
ー
ド

も
併
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。

新
年
を
祝
う
音
の
人
々
の
素
朴
な
気

持
ち
が
見
て
取
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

当
時
の
歴
史
的
背
景
な
ど
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
書
簡
や
葉
書

の
よ
う
な
私
的
な
文
書
も
、
歴
史
資
料

に
な
り
う
る
と
い
う

一
例
で
す
。

◎
新
収
川
村
清
雄
作
品
の
展
示

本
誌
で
紹
介
し
た
、
昨
年
寄
贈
を
受

け
た
川
村
清
雄
の
油
絵
を
当
館

一
階

ロ

ビ
ー
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

（資
料
紹
介

コ

ー
ナ
ー
）
で
展
示
し
ま
す
。
展

小
期
間

は
二
月

一
日
ω
か
ら
二
月
二
十
五
日
０
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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時
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